






















われた時どう対応しているのかを質的に分析した。研究協力者は 9 人で、女性が 8 人、男性が 1 人であった。認知症の本人との
続柄は、娘が 5 人、嫁が 2 人、妻が 1 人、息子が 1 人であった。本人と同居している者は 6 人、別居している者が 3 人であった。
認知症の本人は、家族にインタビューした 21〜63 日前に初回の診察と検査を受けているが治療はまだ始まっていない人で、CDR




さないように対応する】、【本人の生活状況を知ろうと対応する】という 10 の対応をしていた。 







者数は 439 万人、平成 24 年の有病者数は 462 万人（65
歳以上高齢者の 15%）と推定されている [1]。そして久
山町認知症調査による有病率から推計された 2025 年
の認知症患者数は 675 万人 [2]で、65 歳以上高齢者に対










































































検査 MRI（magnetic resonance imaging）と SPECT(single 






研究協力者へのインタビューは、2014 年 11 月 12 日



































1. 研究協力者である家族の属性 （表 1） 
研究協力者は 9 人で、女性が 8 人、男性が 1 人であ
った。認知症の本人との続柄は、娘が 5 人、嫁が 2 人、
妻が 1 人、息子が 1 人であった。本人と同居（別棟を
含む）している者は 6 人、別居している者が 3 人（同
一市内 1 人、別の市町村 2 人）であった。8 人は仕事
に従事しており、そのうち７人の職場は自宅外であっ
た。１人の就業状況は不明。インタビュー時間は、28
分から 46 分であった。  
2. 認知症を患っている本人の属性 （表 1） 
本人の属性も、表 1 にあわせて示した。男性が 4 人、
女性が 5 人であった。年齢は 70 歳代前半から 80 歳代
後半であった。認知症の診断は、全員がアルツハイマ
ー型認知症と診断されており、うち 1 名は前頭側頭型
認 知 症 を 併 発 し て い た 。 認 知 症 の 進 行 度 は 、
CDR(clinical dementia rating）0.5 点が 3 人、CDR1 点が
4 人、CDR3 点が 2 人であった。 
3. 家族が気づいた本人の認知症の徴候 （表 2） 
語りの要約一覧から、本人の認知症の徴候をあらわ
している部分を抜き出し表 2 に示した。感情・発言内
容に関するものと行動に関するものに分けて記載した。   








































































































































































































表 3. 認知症の徴候があらわれた時の家族の対応  
コード ＜ ＞  語りの要約 “ ”  
カテゴリー 1 【問題が起きたその場で対応する】  
探し物を一緒に探す  本人が探し物をしている時は、家族で探す  
尿漏れの後始末をする  トイレと廊下に漏れている尿を拭く  
カテゴリー 2 【問題を事前に予防しようと対応する】  
IH のコンロを検討する  コンロを IH に替えるか考えた  
タイマーを持たせる  鍋を焦がすので、タイマーを持たせた  
よく使うものは、置き場所を決めておく  保険証や診察券などは、入れておくポーチと置き場所を決めてある  




カテゴリー 3 【本人の気持ちを大切にする】  
同じことを聞かれるが、初めて聞いたように対応する  何度も同じことを聞かれるが初めて聞かれたように対応している  





落ち込んでいるので、気休めや楽しみの機会をつくる  落ち込んでいるので気休めや楽しみの機会をつくった  





カテゴリー 5 【受診できるようにかかわる】  








カテゴリー 6 【認知症の進行を遅らせようとかかわる】  
しなくなった家事をするよう工夫する  少し手を加えれば食べられるようにした食材を持ってたびたび訪問した  
老人会・サロン・近隣とのつきあいを勧める  ここ 5 年くらい、老人会・サロン・近隣とのつきあいを勧めてきた  




脳トレを一緒にする  間違い探しを一緒にする  
会話の機会を意識してもつ  見ているテレビの内容をテーマにして、会話をもつ  
カテゴリー  7 【本人が同居家族や親戚と良い関係を維持できるよう対応する】  




尿漏れの後始末をする  トイレと廊下に漏れている尿を拭く  
カテゴリー 8 【心身の衰えに対して情報や制度を利用する】  
身体の衰えに対して介護保険を利用できるように手続きする  歩行がよたよたしているので、介護保険の手続きをした。  
インターネットで情報を得る  インターネットで調べたら無視をするのはよくないと書いてあった  
カテゴリー 9 【家族の負担を増やさないように対応する】  












本人の生活状況を知るため、実家に泊まることを計画する  私自身が実家に一泊して一日の様子を把握しなければならないと考えている  
本人の生活状況を知るために訪問回数を増やす  
以前から週に 1 回訪問していたが、みんながおかしいと思うようになってから週 2 回に増
やした  
一日おき～毎日電話をして、いろいろな話をする  電話だけは一日おき～毎日にして、いろいろな話しをしていて気づいた  
同居家族から様子を聞く  同居している孫が母（認知症）の様子を少し話してくれる  
台所などの状況から本人の日中の生活を推測する  食器を洗うところまでしてあるので、ちゃんと食べていると思う  



























































































































































































































































































































































































































 なお、本研究は平成 26 年度敦賀市立看護大学学内競争的
研究費の助成を受けて行われた研究の一部である。 
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